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水
産
庁
は
、
１
月
２６
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
農
林
水
産

省
７
階
講
堂
に
お
い
て
、
平

成
２１
年
度
漁
港
漁
場
関
係
担

当
課
長
会
議
を
開
催
し
、
都

道
府
県
漁
港
漁
場
整
備
担
当

課
長
ら
関
係
者
約
１
２
０
名

が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
町
田
勝
弘
水

産
庁
長
官
が
「
新
政
権
の
下

で
農
林
水
産
省
の
政
策
改
革

が
進
め
ら
れ
、
予
算
も
見
直

し
が
な
さ
れ
た
。
水
産
基
盤

整
備
事
業
予
算
は
厳
し
い
状

況
だ
が
、
こ
の
会
議
で
の
説

明
を
活
か
し
、
創
意
工
夫
に

努
め
て
事
業
を
推
進
し
て
欲

し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
橋
本
牧
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
、
漁
港
漁
場
整

備
を
め
ぐ
る
最
近
の
状
況
に

つ
い
て
「
公
共
事
業
全
体
の

予
算
が
約
２
割
減
額
と
な

り
、
今
後
の
事
業
は
重
点
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
『
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
』
が
創
設
さ
れ
、
漁

港
海
岸
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は

交
付
金
に
移

行
さ
せ
、
そ

れ
と
一
緒
に

水
産
公
共
事

業
を
行
う
こ

と

に

な

っ

た
。
こ
の
交

付
金
を
積
極

的
か
つ
有
効

に
活
用
し
て

欲
し
い
。
農

山
漁
村
の
６

次
産
業
化
政

策
に
も
、
し

っ
か
り
対
応

を
お
願
い
す

る
。
予
算
が
厳
し
い
中
、
こ

れ
ま
で
に
造
っ
た
漁
港
漁
場

等
の
ス
ト
ッ
ク
を
い
か
に
活

用
す
る
か
が
大
切
で
あ
り
、

長
期
的
な
見
地
で
漁
港
漁
場

の
活
用
を
考
え
て
欲
し
い
」

と
述
べ
た
。

引
き
続
き
各
課
の
説
明
に

移
り
、
計
画
課
の
宇
賀
神
義

宣
課
長
が
「
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
の
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
近
々
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
。
ま
た
、

２２
年
度
は
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
４
年
目
と
な
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
を
行

う
の
で
協
力
願
い
た
い
。
な

お
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会

の
勧
告
を
受
け
、
第
１
種
、

２
種
漁
港
の
指
定
と
指
定
の

内
容
変
更
に
係
る
農
林
水
産

大
臣
の
認
可
制
を
届
出
制
に

変
更
す
る
制
度
改
正
を
行
う

予
定
で
あ
る
」
と
述
べ
、
続

い
て
各
担
当
者
が
計
画
課
予

算
等
の
説
明
を
行
っ
た
。
田

中
郁
也
事
業
班
長
か
ら
は
、

国
の
直
轄
事
業
に
係
る
業
務

取
扱
費
の
負
担
廃
止
と
補
助

事
業
お
け
る
事
務
費
補
助
の

廃
止
、
事
業
が
一
般
公
共
事

業
債
の
対
象
と
な
る
場
合
の

事
務
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
、
防
災
漁
村
課
の
本

田
直
久
課
長
が
「
事
業
仕
分

け
の
結
果
や
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
創
設
等
の
影
響

も
あ
り
、
当
課
の
所
管
す
る

公
共
、
非
公
共
事
業
と
も
予

算
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
予

算
が
限
ら
れ
、
強
い
水
産
業

づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
て

採
択
す
る
も
の
は
限
定
せ
ざ

る
を
得
ず
、
地
方
自
治
体
は

漁
村
地
域
振
興
の
作
戦
を
よ

く
考
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、

安
全
・
安
心
の
た
め
の
ハ
ー

ド
整
備
だ
け
で
漁
村
が
活
性

化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
漁
業
の
あ
り
方
、
漁
村

の
活
性
化
策
、
海
域
管
理
の

あ
り
方
等
セ
ッ
ト
で
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
市
町
村
、

都
道
府
県
が
得
意
の
分
野
を

活
か
し
、
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
特
に
重
要
。
我
々

も
施
策
の
実
施
に
際
し
て

は
、
都
道
府
県
の
知
恵
を
借

り
、
ま
た
関
連
情
報
の
発
信

に
も
努
め
た
い
」
と
述
べ
た

後
、
各
担
当
者
が
防
災
漁
村

課
の
予
算
等
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
整
備
課
の
説
明

に
移
り
、
�
吉
晋
吾
課
長
が

「
２２
年
度
か
ら
長
崎
県
五
島

西
方
海
域
で
直
轄
漁
場
整
備

を
開
始
す
る
の
で
、
政
令
改

正
や
特
定
漁
場
整
備
計
画
策

定
に
際
し
関
係
県
の
協
力
を

お
願
い
す
る
。
非
公
共
事
業

で
は
２
件
の
新
規
予
算
が
認

め
ら
れ
た
」
と
整
備
課
の
業

務
に
つ
い
て
話
し
、
担
当
者

が
予
算
、
会
計
実
地
検
査
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

各
課
の
説
明
終
了
後
そ
れ

ぞ
れ
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業
の
計
画
策
定
に
関
す
る

質
問
や
意
見
等
が
あ
っ
た
。

な
お
、
会
議
に
お
い
て
平

成
２２
年
度
主
要
漁
港
漁
場
関

係
会
議
等
の
予
定
（
別
表
）

が
示
さ
れ
た
。
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�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
田
中
潤

兒
会
長
は
、
１
月
１９
日
、
水
産
庁
記

者
ク
ラ
ブ
で
年
頭
会
見
を
行
い
、「
水

産
基
盤
整
備
事
業
等
の
施
策
充
実
の

た
め
の
運
動
に
加
え
、
浜
や
現
場
の

声
が
施
策
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、
従
来
以
上
に

地
域
振
興
、
防
災
、
環
境
保
全
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

�
昨
年
は
、
ま
さ
に
激
動
の
年
だ
っ

た
。
世
界
同
時
不
況
が
日
本
の
経
済
、

生
活
を
直
撃
す
る
中
で
歴
史
的
政
権

交
代
が
行
わ
れ
、
政
策
決
定
の
手
法

が
大
き
く
変
化
し
、
水
産
界
や
漁
村

地
域
の
声
を
国
政
に
届
け
る
シ
ス
テ

ム
も
変
わ
っ
た
。
協
会
の
活
動
を
ど

う
進
め
る
か
戸
惑
い
も
あ
る
が
、
変

化
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
水
産
業
振

興
と
漁
村
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

�
漁
港
漁
場
漁
村
関
連
の
施
策
や
予

算
は
、
水
産
業
・
漁
村
の
振
興
、
発

展
を
下
支
え
す
る
も
の
だ
が
、
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
標
語
の

下
で
、
２２
年
度
の
水
産
基
盤
整
備
予

算
は
８
２
２
億
２
７
０
０
万
円
で
、

前
年
比
６８
・
６
％
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
平
成
８
年
度
当
初
予
算
の
約
３

分
の
１
。
漁
港
整
備
が
本
格
的
に
実

施
さ
れ
て
か
ら
３０
～
４０
年
が
経
過

し
、
漁
港
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が

不
可
欠
だ
。
こ
れ
ら
施
設
の
再
整
備

だ
け
で
も
、
水
産
基
盤
整
備
予
算
の

半
分
位
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。『

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
』

が
新
設
さ
れ
る
が
、
交
付
金
に
は
農

・
林
・
水
の
区
別
が
な
く
、
そ
の
活

用
に
は
都
道
府
県
内
で
の
要
望
の
強

さ
（
必
要
度
）
が
反
映
さ
れ
る
の
で
、

地
方
協
会
に
は
早
急
な
対
応
と
積
極

的
な
活
用
を
促
し
て
い
る
。

�
協
会
と
し
て
は
、
漁
港
・
漁
場
整

備
促
進
と
予
算
獲
得
の
旗
振
り
役
だ

け
で
な
く
、
漁
村
の
少
子
・
高
齢
化
、

生
活
基
盤
、
防
災
等
の
問
題
や
環
境
、

観
光
等
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
協
会

が
解
散
し
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
関

係
業
務
を
引
き
継
い
だ
が
、
関
係
団

体
と
協
力
し
て
調
査
、
啓
発
事
業
な

ど
細
か
に
対
応
し
て
い
く
。

�
雑
誌
「
漁
港
」
、
月
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、
全
国
漁
港
漁
場
大
会
、

研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
様
々
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
役

割
・
目
的
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
つ
つ
活

用
し
、
情
報
発
信
を
進
め
て
い
く
。

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
、
他
団
体
と
の
連
携

も
積
極
的
に
進
め
た
い
。

�
国
の
施
策
は
内
容
が
充
実
し
て
い

る
反
面
、
か
な
り
複
雑
に
な
り
、
農

山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の
新
設
に

よ
り
さ
ら
に
複
雑
さ
が
増
し
た
。

様
々
な
施
策
の
情
報
を
的
確
に
現
場

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
浜
の
声
が
施

策
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

	
今
年
の
全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
、

１０
月
２８
日
に
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
行

う
予
定
だ
。
地
域
の
取
組
み
や
漁
港

漁
場
関
係
者
の
努
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

第
５１
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
３
日
午
後
２
時
３０
分
か

ら
東
京
・
大
手
町
の
コ
ー
プ

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の

橋
本
牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
長
、
講
師
の
田
中
郁
也

計
画
課
課
長
補
佐
、
都
道
府

県
漁
港
漁
場
協
会
と
全
国
漁

港
漁
場
協
会
の
役
職
員
約
７０

名
が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
田
中
潤
兒

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

が
、
「
政
権
交
代
に
よ
り
政

策
決
定
の
手
法
が
大
き
く
変

化
し
、
水
産
や
漁
村
地
域
の

声
を
国
政
に
届
け
る
シ
ス
テ

ム
も
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
来

年
度
の
水
産
公
共
予
算
も
大

変
厳
し
い
が
、
我
々
は
変
化

を
見
極
め
、
水
産
物
の
安
定

供
給
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
、

水
産
業
・
漁
村
の
活
性
化
に

資
す
る
よ
う
適
切
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日

は
、
今
年
度
の
事
業
報
告
、

来
年
度
の
事
業
計
画
、
会
費

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
が
、

事
業
費
の
減
、
会
員
数
の
減

少
な
ど
団
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
更
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
来
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
政
策
決
定
シ
ス

テ
ム
を
考
慮

し
、
皆
様
の

協
力
を
得
て

全
国
漁
港
漁

場
大
会
や
要

望
活
動
を
工

夫
し
て
実
施

す
る
ほ
か
、

啓
発
普
及
、

調
査
研
究
な

ど
の
活
動
を

実
施
し
て
い

き
た
い
。
ま

た
、
国
、
地

方
自
治
体
か

ら
の
委
託
事

業
の
獲
得
に

努
め
つ
つ
、
本
会
事
業
の
軽

量
化
、
経
費
縮
減
に
務
め
て

い
く
。
今
年
の
第
６２
回
全
国

漁
港
漁
場
大
会
は
沖
縄
県
、

沖
縄
県
漁
港
漁
場
協
会
の
ご

協
力
に
よ
り
、
沖
縄
県
で
開

催
で
き
る
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
」と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
橋
本
部
長

が
、
「
新
政
権
の
下
で
、
予

算
の
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
新
し
い
政
策
に
要
す
る

予
算
確
保
の
た
め
、
公
共
事

業
全
体
の
予
算
が
約
２
割
圧

縮
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省

で
は
、
農
業
者
の
所
得
補
償

制
度
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
『
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
』
と
い
う
公
共

事
業
の
交
付
金
制
度
も
創
設

し
た
。
こ
の
た
め
水
産
基
盤

整
備
事
業
等
の
予
算
が
大
き

く
圧
縮
さ
れ
た
の
で
、
こ
の

交
付
金
を
是
非
活
用
し
て
欲

し
い
。

一
方
、
環
境
保
全
や
漁
村

に
お
け
る
６
次
産
業
化
、
水

産
物
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
確
立
な
ど
の
政
策
は
、
従

来
の
施
策
と
大
き
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
漁
港

等
の
ス
ト
ッ
ク
を
長
く
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
漁

港
の
予
算
は
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
相
当
減
っ
た
の
で
、
工
夫

し
て
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
都
道
府
県
漁
港
漁

場
協
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
全

国
協
会
と
も
に
、
地
元
の
水

産
業
に
と
っ
て
本
当
に
必
要

な
整
備
が
で
き
利
用
さ
れ
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
新
し

い
取
組
も
含
め
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
田
中
郁
也
計
画

課
課
長
補
佐
が
、
「
水
産
基

盤
整
備
、
海
岸
整
備
の
概
要
」

に
つ
い
て
、
主
な
事
業
の
目

的
や
内
容
、
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
へ
の
取
組
状
況
、

平
成
２２
年
度
予
算
の
概
要
や

創
設
さ
れ
る
「
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
」
や
直
轄
事

業
負
担
金
と
事
務
費
補
助
金

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

休
憩
の
後
、
議
事
に
入
り
、

全
国
協
会
の
２１
年
度
事
業
経

過
報
告
、
２２
年
度
事
業
計
画

及
び
会
費
案
、
全
国
・
都
道

府
県
漁
港
漁
場
協
会
主
要
行

事
予
定
等
に
つ
い
て
濱
田
専

務
が
資
料
に
基
づ
き
説
明

し
、
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て

１０
月
２８
日
に
沖
縄
県
で
開
催

予
定
の
第
６２
回
全
国
漁
港
漁

場
大
会
開
催
計
画
案
に
つ
い

て
、
田
村
常
務
と
�
沖
縄
県

漁
港
漁
場
協
会
の
宮
里
精
有

事
務
局
長
が
説
明
を
行
っ

た
。
そ
の
ほ
か
、
公
益
法
人

制
度
改
革
に
つ
い
て
の
対
応

状
況
や
出
版
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
っ
た
。

最
後
に
�
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
の
鹿
田
正
一

理
事
長
が
「
漁
港
漁
場
事
業

実
務
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
研
修
会

の
お
誘
い
」
と
講
演
会
の
案

内
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

会
議
を
終
了
し
た
。

会
議
終
了
後
、
コ
ー
プ
ビ

ル
地
下
食
堂
で
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

平成２２年２月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

濱 田 研 一

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）
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水
産
経
済
新
聞
社
主
催
に

よ
る
「
政
権
が
描
く
水
産
政

策
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
２
月
１

日
午
後
６
時
か
ら
東
京
・
千

代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
で
は
、
民
主
党
水
産

振
興
議
員
連
盟
の
安
住
淳
会

長
、
筒
井
信
隆
会
長
代
行
、

篠
原
孝
事
務
局
長
が
水
産
政

策
に
つ
い
て
語
っ
た
。
安
住

会
長
ら
は
、
水
産
業
が
構
造

不
況
の
典
型
的
な
産
業
に
な

っ
て
お
り
、
水
産
業
復
活
の

た
め
に
は
、
直
接
所
得
補
償

制
度
を
は
じ
め
、
資
源
管
理

の
徹
底
、
農
山
漁
村
の
６
次

産
業
化
、
食
の
安
全
・
安
心

の
た
め
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
の
確
立
、
輸
出
振
興
、
付

加
価
値
の
高
い
水
産
加
工
品

づ
く
り
の
促
進
な
ど
の
政
策

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

安
住
会
長
は
、
「
水
産
基

盤
整
備
予
算
は
１
０
０
０
億

を
下
回
っ
た
が
、
選
択
と
集

中
で
漁
港
等
の
整
備
を
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
会
場

か
ら
の
「
資
源
の
回
復
に
は

資
源
管
理
と
と
も
に
資
源
の

育
つ
環
境
整
備
も
必
要
」
と

の
声
に
対
し
て
は
「
漁
場
の

整
備
も
重
要
だ
が
、
政
策
と

し
て
は
漁
業
者
の
所
得
の
向

上
が
優
先
」
と
所
得
補
償
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

筒
井
代
行
は
、
藻
場
・
干

潟
の
再
生
等
の
環
境
保
全
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
た
ほ
か
、
会
場
か

ら
の
「
水
産
業
界
の
意
見
を

ど
こ
に
持
っ
て
い
け
ば
よ
い

の
か
」
と
の
質
問
に
は
、
「
県

連
を
通
じ
て
幹
事
長
室
へ
つ

な
ぐ
方
法
の
ほ
か
、
今
日
来

て
い
る
議
員
や
水
産
振
興
議

員
連
盟
に
持
っ
て
き
て
も
よ

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
山
田
正
彦
農
林

水
産
副
大
臣
が
「
水
産
政
策

の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
し
、
２２
年
度
水
産
予
算
な

ど
政
府
の
水
産
政
策
に
つ
い

て
解
説
し
、
漁
業
の
所
得
補

償
制
度
の
早
期
導
入
や
藻
場

回
復
の
取
組
等
へ
の
意
欲
を

語
っ
た
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
認
定

委
員
会
が
、
１
月
１８
日
午
後

２
時
か
ら
東
京
・
港
区
の
三

会
堂
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
委
員
会
は
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
協
会
が
解
散

し
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会
が

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
に
関
す

る
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
か
ら
初
め
て
の
委
員
会

で
、
新
た
な
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ

ー
ナ
認
定
規
約
に
基
づ
い
て

７
名
の
新
委
員
を
委
嘱
し
、

委
員
長
に
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
会
長
の
坂
井
淳
氏
を

選
出
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
漁
港
管

理
者
又
は
指
定
管
理
者
の
申

請
に
よ
り
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
の
認
定
審
査
を
行
う
。
フ

ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
と
し
て
認

定
さ
れ
る
の
は
、
漁
港
及
び

漁
港
周
辺
海
域
で

の
漁
業
と
海
洋
性

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

の
共
存
及
び
国
民
に
海
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
漁
港

で
あ
っ
て
、
次
の
４
つ
の
要

件
を
満
た
す
漁
港
。

�
一
般
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

又
は
そ
の
計
画
が
あ
る
こ
と

�
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の

係
留
・
保
管
施
設
を
有
す
る

こ
と

�
漁
港
内
で
一
般
市
民
が
安

全
か
つ
自
由
に
往
来
で
き
る

区
域
が
明
確
で
あ
る
こ
と

�
原
則
と
し
て
便
所
及
び
駐

車
場
を
有
す
る
こ
と

今
回
の
委
員
会
で
は
、
申

請
が
出
さ
れ
て
い
た
愛
知
県

の
佐
久
島
漁
港
の
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
認
定
審
査
を
行
っ

た
。佐

久
島
漁
港
は
、
三
河
湾

中
央
部
に
位
置
す
る
離
島
の

佐
久
島
に
あ
り
、
古
く
か
ら

水
産
資
源
が
豊
富
な
同
島
周

辺
を
漁
場
と
す
る
漁
船
漁
業

の
基
地
と
な
っ
て
き
た
。
島

内
に
は
太
井
ノ
浦
（
東
港
）、

西
ノ
浜
（
西
港
）
、
入
ヶ
浦

の
３
地
区
の
船
だ
ま
り
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
太
井
ノ
浦
（
東

港
）
に
防
波
堤
を
係
船
可
能

な
構
造
に
改
良
し
た
ビ
ジ
タ

ー
用
係
留
施
設
が
設
け
ら
れ

て
い
る
（
常
時
係
留
施
設
は

な
し
）。
ま
た
、
島
内
に
は
、

漁
港
海
岸
環
境
整
備
事
業
で

整
備
し
た
佐
久
島
海
浜
広
場

（
海
水
浴
場
）
、
海
釣
り
セ

ン
タ
ー
（
釣
り
桟
橋
）
な
ど

の
観
光
施
設
が
あ
り
、
遊
歩

道
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、
申
請
ど
お

り
佐
久
島
漁
港
を
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
に
認
定
し
た
。
同

漁
港
の
認
定
に
よ
り
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
に
認
定
さ
れ

た
漁
港
数
は
２８
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
委
員
会
で
は
、

既
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の

係
留
施
設
な
ど
が
備
え
ら

れ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
の

認
定
候
補
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
漁
港
や
、
「
海
の
駅
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
漁
港
の

紹
介
等
が
あ
っ
た
。

委
員
は
、
次
の
通
り
。

米
山
健
（
神
奈
川
県
環
境

農
政
部
水
産
課
長
）
▽
居
城

伸
治
（
千
葉
県
農
林
水
産
部

水
産
局
漁
港
課
長
▽
市
村
隆

紀
（
全
漁
連
漁
政
部
部
長
役
）

▽
玉
置
純
（
ヤ
ン
マ
ー
東
京

支
社
企
画
室
専
任
部
長
）
▽

坂
井
淳
（
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
会
長
）
▽
宇
賀
神
義

宣
（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
計
画
課
長
）
▽
濱
田
研
一

（
全
国
漁
港
漁
場
協
会
専
務

理
事
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
で

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
関

係
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
同

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
フ

ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
の
ペ
ー
ジ

を
設
け
た
。

同
ペ
ー
ジ
に
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
の
目
的
や
機

能
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
認

定
委
員
会
に
よ
り
認
定
を
受

け
た
全
国
２８
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
の
紹
介
を
掲
載
し
て

い
る
。

今
後
、
新
た
な
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
が
認
定
さ
れ
次

第
、
追
加
掲
載
し
て
い
く
ほ

か
、
関
連
情
報
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
予
定
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征
士

郎
衆
議
院
議
員
）は
、１
月
２２

日
午
前
９
時
か
ら
自
民
党
本

部
で
総
会
を
開
き
、
平
成
２１

年
度
の
会
務
・
会
計
報
告
に

続
き
、
平
成
２２
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
予
算
に
つ
い
て

水
産
庁
の
説
明
を
聴
い
た
。

水
産
、
漁
港
漁
場
関
係
団

体
の
関
係
者
が
傍
聴
す
る

中
、
北
村
誠
吾
事
務
局
長
の

司
会
で
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。

冒
頭
、
衛
藤
会
長
が
「
経

済
が
低
迷
し
、
水
産
物
が
売

れ
ず
価
格
も
安
く
、
水
産
業

は
本
当
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
支
援
策
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
２２
年
度
の
公

共
予
算
は
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
予

算
も
８
２
２
億
円
に
な
っ
た

と
聞
く
。
水
産
業
に
と
っ
て

漁
港
や
漁
場
の
水
産
基
盤
は

極
め
て
大
事
で
あ
り
、
特
に

資
源
回
復
の
た
め
の
漁
場
整

備
や
安
全
安
心
な
水
産
物
供

給
の
た
め
の
衛
生
的
な
漁
港

や
荷
捌
き
施
設
の
整
備
は
重

要
。
ま
た
、
全
国
の
漁
港
施

設
の
約
半
数
が
築
造
後
３０
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化
対
策

も
喫
緊
の
課
題
だ
。
議
連
と

し
て
は
、
全
国
の
水
産
業
・

漁
村
を
支
え
て
い

く
た
め
、
関
係
者

と
連
携
し
、
現
場

を
よ
く
踏
ま
え
て

積
極
的
に
対
応
し

て
い
く
」
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
、
北
村

事
務
局
長
・
会
計

幹
事
が
会
務
・
会

計
報
告
を
行
い
承

認
さ
れ
た
。

次
に
、
２２
年
度

水
産
基
盤
整
備
関

係
予
算
の
説
明
に

移
り
、
水
産
庁
の

橋
本
牧
漁
港
漁
場
整
備
部
長

が
、
２２
年
度
水
産
基
盤
整
備

事
業
予
算
は
総
額
８
８
２
億

円
と
前
年
度
比
６８
・
８
％
に

な
っ
た
中
で
、
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
大
幅
な

拡
充
、
五
島
西
方
海
域
で
の

直
轄
漁
場
整
備
事
業
の
開

始
、
水
産
環
境
整
備
の
推
進
、

拠
点
漁
港
に
お
け
る
高
度
衛

生
管
理
型
荷
捌
き
施
設
や
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
の
整
備
等

充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。
説
明
の
後
、
意

見
交
換
を
行
い
、
出
席
議
員

か
ら
「
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
の
制
度
の
詳
細
が
示

さ
れ
ず
、
地
方
公
共
団
体
は

予
算
が
組
め
な
い
。
早
急
に

詳
細
を
明
示
し
、
交
付
金
の

使
途
や
配
分
で
地
方
行
政
が

混
乱
し
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
「
最
近
は
局
地
的
な

異
常
気
象
等
に
よ
る
海
岸
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
海
岸

保
全
施
設
の
整
備
は
大
変
重

要
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
交
付
金

化
さ
れ
心
配
だ
」
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

総
会
に
は
衛
藤
会
長
、
北

村
事
務
局
長
の
ほ
か
、
河
村

建
夫
、
大
村
秀
章
、
金
子
恭

之
、
園
田
博
之
、
武
部
勤
、

中
谷
元
、
細
田
博
之
、
山
本

公
一
、
山
本
有
二
、
吉
野
正

芳
の
１０
名
の
衆
議
院
議
員
、

泉
信
也
、
中
川
義
雄
の
２
名

の
参
議
院
議
員
が
出
席
し
、

３３
名
の
代
理
出
席
が
あ
っ

た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
野
村
興
兒
萩
市
長
）

は
、
１
月
１４
日
山
口
市
の
翠

山
荘
に
お
い
て
、
県
及
び
市

町
の
漁
港
漁
場
担
当
者
約
３０

名
の
参
加
に
よ
り
、
平
成
２１

年
度
漁
港
漁
場
担
当
職
員
研

修
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
研

修
会
は
、
県
と
協
会
の
共
催

に
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
３１
回
目
と

な
る
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
小
野
充
山
口
県
農
林

水
産
部
漁
港
漁
場
整
備
課
主

査
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

県
水
産
振
興
課
及
び
漁
港
漁

場
整
備
課
の
担
当
者
、
講
師

と
し
て
招
い
た
�
水
産
土
木

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
鹿
田

正
一
理
事
長
か
ら
計
８
題
の

講
義
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は

熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

特
に
鹿
田
理
事
長
か
ら

は
、
「
最
近
の
漁
港
漁
場
整

備
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
こ
れ
か
ら
の
水
産
業

と
地
域
振
興
の
た
め
に
は
地

域
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
な
ど
、
大
変
関
心
の
高

い
事
柄
に
つ
い
て
詳
細
且
つ

内
容
の
濃
い
講
義
が
あ
っ

た
。演

題
と
講
師
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

・
適
化
法
、
利
用
計
画
、
事

業
計
画
お
よ
び
事
業
再
評
価

に
つ
い
て

漁
港
漁
場
整
備
課
計
画
班

主
査

岡
本
文
浩

・
漁
業
取
締
り
の
現
状
に
つ

い
て水

産
振
興
課
漁
業
調
整
取

締
班
主
任

木
島
久
登

・
漁
港
漁
場
整
備
事
業
に
つ

い
て漁

港
漁
場
整
備
課
整
備
班

主
任
技
師

古
谷

誠

・
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
に
つ
い
て

漁
港
漁
場
整

備
課
整
備
班
主

任
技
師安

藤
義
樹

・
漁
港
の
適
正

管
理
に
つ
い
て

漁
港
漁
場
整

備
課
漁
港
管
理

班
主
査山

根
克
彦

・
災
害
復
旧
・

海
岸
漂
着
物
処

理
推
進
法
に
つ
い
て

漁
港
漁
場
整
備
課
整
備
班

主
任
技
師

佐
々
木
崇

・
最
近
の
漁
港
漁
場
整
備
の

取
組
み
に
つ
い
て

�
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
理
事
長

鹿
田
正
一

・
公
共
工
事
の
適
正
執
行
に

つ
い
て

漁
港
漁
場
整
備
課
整
備
班

主
査

藤
江
耕
二

１
月
１５
日
（
金
）

岩
手
県
農
林
水
産
部
水

産
担
当
技
監
兼
漁
港
漁
村

課
総
括
課
長
佐
々
木
敦
氏

１
月
１８
日
（
月
）

千
葉
県
漁
港
漁
場
協
会

長
（
勝
浦
漁
協
代
表
理
事

組
合
長
）
浅
野
恒
郎
氏
、

同
協
会
常
務
理
事
木
嶋
勇

氏
、
同
協
会
主
幹
西
脇
康

子
氏１

月
１９
日
（
火
）

東
京
海
洋
大
学
海
洋
科

学
部
海
洋
生
物
資
源
学
科

教
授
岡
本
信
明
氏

１
月
２２
日
（
金
）

東
京
都
漁
港
漁
場
協
会

事
務
局
長
塚
本
享
氏
、
同

協
会
事
務
局
森
光
信
之
氏

（
２
月
９
日
付
）

派
遣
職
員
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国
海
洋
水
産
省
へ

（
漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課

付
）
間
辺
本
文

「
政
権
が
描
く
水
産
政
策
」セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る

������	
�� 
��

自
１
月
４
日

漁漁

港港

往往

来来

議員連盟総会の様子

至
１
月
３１
日

重
要
政
策
に
つ
い
て
説
明

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
が
総
会

平
成
２２
年
度
予
算
に
つ
い
て
意
見
交
換

水
産
庁
人
事
異
動

挨拶する衛藤会長

安住水産振興
議員連盟会長

山田副大臣

漁 港 漁 場 月 報

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
の
ペ
ー
ジ
開
設

フィッシャリーナ
認定委員会を開催

佐久島漁港をフィッシャリーナに認定

坂井委員長

漁港漁場担当職員研修会の様子

全
国
漁
港
漁
場
協
会
Ｈ
Ｐ

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

平成
２１年度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

佐久島漁港（太井ノ浦地区）

ビジター用係留施設
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